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■
第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

推
進
展
示
会
表
彰
式
開
催　

 

四
社
に
農
林
水
産
大
臣
賞

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

全
国
木
材
市
売
買
方
組
合
連
盟
及
び
（
一
社
）

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
は
、
第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
普
及
推
進
展
示
会
の
表
彰
式
・
記
念
講
演

会
を
平
成
31
年
2
月
5
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
開

催
し
た
。
出
席
は
、服
部
順
昭
審
査
委
員
長（
日

本
木
材
加
工
技
術
協
会
会
長
）、
鈴
木
和
雄
全

木
連
会
長
、
市
川
英
治
全
市
連
副
会
長
、
青
木

陽
一
郎
全
買
連
理
事
ほ
か
三
団
体
の
役
職
員
、

受
賞
関
係
者
及
び
各
木
連
な
ど
。

査
結
果
は
、
１
０
０
点
満
点
が
5
工
場
（
同

13
）
と
昨
年
度
よ
り
大
幅
減
。
審
査
は
減
点
法

で
、
目
立
っ
た
原
因
は
、
格
付
実
績
で
の
減
点

が
6
割
と
目
立
っ
た
。
製
材
技
術
で
は
、
ナ
イ

フ
マ
ー
ク
の
粗
さ
が
、
品
等
で
は
格
上
げ
が
目

立
っ
た
。
Ｓ
表
示
な
が
ら
鉋
仕
上
げ
が
部
分
的

に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
欠
石
と
格
下
げ
も
散

見
。
乾
燥
不
足
も
2
割
弱
見
ら
れ
た
。
含
水
率

が
全
て
規
格
を
満
た
し
加
点
さ
れ
た
製
品
は
40

件
、
65
％
が
含
水
率
管
理
に
お
い
て
規
格
ど
お

り
行
わ
れ
て
い
た
が
、
Ｇ
材
を
除
く
残
り
11
件

は
乾
燥
不
十
分
。
総
合
調
整
審
査
の
結
果
、
農

林
水
産
大
臣
賞
4
件
、
消
費
・
安
全
局
長
賞
12

件
、
林
野
庁
長
官
賞
16
件
を
決
定
し
推
薦
し
ま

し
た
。
3
団
体
の
会
長
賞
21
件
も
選
考
し
ま
し

た
。
優
良
市
場
さ
ん
及
び
優
良
買
方
さ
ん
に
感

謝
状
を
贈
呈
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
審
査
を
終
え
て
の

全
体
的
講
評
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
基
本
的
要
求

事
項
に
お
け
る
減
点
が
、昨
年
度
よ
り
目
立
ち
、

更
に
品
質
管
理
の
徹
底
を
。
格
上
げ
に
よ
る
減

点
は
悩
ま
し
く
、
購
入
者
に
と
っ
て
は
、
喜
ぶ

べ
き
だ
が
、Ｊ
Ａ
Ｓ
表
示
と
し
て
は
、
ま
ず
い
。

境
界
付
近
で
の
格
付
け
は
困
難
を
極
め
る
。
画

像
認
識
と
含
水
率
計
測
を
合
体
さ
せ
た
格
付
け

自
動
化
の
安
価
な
シ
ス
テ
ム
が
実
現
で
き
れ
ば

と
思
う
。」

【
表
彰
】

谷
口
基
準
認
証
室
長
に
農
林
水
産
大
臣
賞
と

食
料
産
業
局
長
賞
の
贈
呈
を
、
猪
島
課
長
に
林

野
庁
長
官
賞
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
主
催
団
体
賞
は
、
鈴
木
全
木
連
会
長

が
贈
呈
し
、
優
良
開
催
市
場
へ
の
感
謝
状
は
、

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
農
林
水
産
省
食
料
産

業
局
谷
口
正
範
基
準
認
証
室
長
、
林
野
庁
木
材

産
業
課
の
猪
島
康
浩
課
長
等
の
行
政
の
方
々
に

ご
出
席
を
頂
い
た
。

全
木
連
の
鈴
木
会
長
は
、
主
催
三
団
体
を
代

表
し
、
本
年
度
の
展
示
会
に
、
ご
協
力
を
頂
だ

い
た
関
係
者
へ
の
謝
辞
、
品
質
・
強
度
の
担
保

さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
へ
の
期
待
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普

及
推
進
・
供
給
体
制
を
図
っ
て
い
き
た
い
等
挨

拶
し
た
。

【
審
査
結
果
の
講
評
】

服
部
委
員
長
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
査
の
報

告
を
頂
い
た
。

「
昨
年
9
月
か
ら
12
月
ま
で
5
会
場
で
（
一

社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、（
一
社
）
全
日

本
木
材
市
場
連
盟
、（
一
社
）
全
国
木
材
市
売

買
方
組
合
連
盟
主
催
の
第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会

の
審
査
を
行
っ
た
。
主
催
団
体
、
各
会
場
の
審

査
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
検
査
員
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
。
含
水
率
測
定
を
始

め
厳
正
な
審
査
と
総
合
調
整
審
査
が
で
き
た
。

今
年
度
の
出
品
工
場
数
は
61
（
昨
年
度
63
）
で
、

前
年
度
よ
り
2
工
場
減
、
出
品
量
は
５
２
３
㎥

（
同
６
４
８
㎥
）
で
し
た
。
1
工
場
当
た
り
出

品
量
は
昨
年
度
よ
り
2
㎥
少
な
い
8
・
6
㎥
。

今
年
度
は
、
全
て
製
材
で
機
械
等
級
材
は
出
品

工
場
数
の
46
％
で
こ
れ
ま
で
で
最
も
高
い
。
審

鈴木全木連会長

服部審査委員長講評

長官賞贈呈の様子 大臣賞贈呈の様子
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市
川
全
市
連
副
会
長
が
贈
呈
し
た
。（
詳
細
は
、

別
掲
の
と
お
り
）

【
来
賓
祝
辞
】

猪
島
木
材
産
業
課
長
か
ら
、
受
賞
者
へ
の
お

慶
び
等
の
ほ
か
、「
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
森

林
資
源
を
適
切
に
経
営
・
管
理
し
な
が
ら
、
経

済
ベ
ー
ス
で
最
大
限
に
活
用
し
、
林
業
の
成
長

産
業
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
。
林
野
庁
と
し
て
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
と
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
努
め
て
い

く
。新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

国
産
材
の
需
要
拡
大
に
は
、
非
住
宅
や
中
高
層

建
築
物
の
木
造
化
を
進
め
、
新
た
な
木
材
需
要

を
開
拓
す
る
こ
と
が
重
要
。
こ
れ
ら
の
建
築
物

は
、
構
造
計
算
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

品
質
・
性
能
の
確
か
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
が
不
可

欠
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
格
付
実
績
の
割
合
を
み
る

と
、
無
垢
製
材
は
１
割
程
度
。
林
野
庁
で
は
、

昨
年
度
補
正
予
算
等
に
引
き
続
き
、
平
成
30
年

度
第
２
次
補
正
予
算
及
び
平
成
31
年
度
当
初
予

算
案
に
お
い
て
、
非
住
宅
分
野
を
中
心
と
し
た

建
築
物
を
対
象
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
等
を
実
証
的
に

利
用
す
る
場
合
に
部
材
調
達
費
の
一
部
を
支
援

す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
御

参
集
の
皆
様
に
は
、
品
質
・
性
能
の
確
か
な
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
品
の
積
極
的
な
供
給
と
普
及
推
進
に
御

尽
力
願
い
た
い
。」
旨
、
御
挨
拶
頂
い
た
。

谷
口
室
長
は
、
受
章
者
へ
の
祝
意
と
三
団
体

へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
農
林
水
産

省
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
普
及
や
信
頼
維
持
に

一
層
努
め
た
い
、
関
係
者
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
を
活

用
し
て
良
質
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給
、
国
産
材

の
利
用
拡
大
に
努
め
て
頂
き
た
い
。」
旨
御
挨

拶
頂
い
た
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】　（
　
）
は
県
名

（
株
）
沓
澤
製
材
所　

製
材
工
場
（
秋
田
県
）、

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
（
協
）
第
二
工
場
（
岐

阜
県
）、牧
野
木
材
工
業
（
株
）
本
社
工
場
（
岡

山
県
）、
山
下
木
材
株
式
会
社
製
材
工
場
（
岡

山
県
）

【
食
料
産
業
局
長
賞
】

（
株
）
佐
藤
製
材
所　

製
材
工
場
（
宮
城
県
）、

協
和
木
材
（
株
）
塙
工
場
（
福
島
県
）、
交
告

製
材
（
株
）
製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、
飛
騨
高

山
森
林
組
合　

新
宮
工
場
（
岐
阜
県
）、（
株
）

丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド　

製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、

（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場　

大
口
工
場
（
愛

知
県
）、齋
藤
木
材（
有
）製
材
工
場（
三
重
県
）、

院
庄
林
業
（
株
）
久
米
工
場
（
岡
山
県
）、
小

林
製
材
（
株
）
本
社
工
場
（
岡
山
県
）、
鳥
越

工
業
（
株
）
製
材
工
場
（
岡
山
県
）、
大
林
産

業（
株
）製
材
工
場（
山
口
県
）、外
山
木
材（
株
）

今
町
工
場
（
宮
崎
県
）

【
林
野
庁
長
官
賞
】

（
有
）
菊
池
製
材
所　

製
材
工
場
（
岩
手
県
）、

（
有
）
マ
ル
ヒ
製
材　

製
材
工
場
（
岩
手
県
）、

中
国
木
材
（
株
）
鹿
島
工
場
（
茨
城
県
）、
丸

川
木
材
（
株
）（
茨
城
県
）、
二
宮
木
材
（
株
）　

本
社
工
場
（
栃
木
県
）、
金
子
製
材
（
株
）
製

材
工
場
（
埼
玉
県
）、
ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
（
株
）

製
材
事
業
部
製
材
工
場
（
富
山
県
）、（
有
）
倉

地
製
材
所　

製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、
東
白
川

製
材
（
協
）
製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、（
株
）
オ

オ
コ
ー
チ　

勢
和
工
場
（
三
重
県
）、
越
井
木

材
工
業
（
株
）
本
社
工
場
（
大
阪
府
）、（
株
）

山
長
商
店　

内
地
材
工
場
（
和
歌
山
県
）、（
株
）

丸
左
木
材　

製
材
工
場
（
岡
山
県
）、
中
国
木

材
（
株
）
郷
原
工
場
（
広
島
県
）、（
株
）
佐
藤

林
業　

製
材
工
場
（
熊
本
県
）、（
株
）
日
田
十

条　

製
材
工
場
（
大
分
県
）

【
優
良
市
場
】

丸
宇
木
材
市
売
（
株
）　

北
浜
市
場
（
埼
玉

県
）、（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場　

大
口
市
場

（
愛
知
県
）、
肥
後
木
材
（
株
）（
熊
本
県
）

【
全
木
連
会
長
賞
】
か
つ
ら
木
材
商
店　

第

２
工
場
（
和
歌
山
県
）、
熊
本
モ
ル
ダ
ー
加
工

事
業
（
協
）（
熊
本
県
）、（
有
）
森
製
材
所　

製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、
エ
ン
ジ
ニ
ア
ウ
ッ
ド　

事
業
（
協
）（
宮
崎
県
）、
天
草
森
林
組
合
木
材

流
通
セ
ン
タ
ー　

製
材
工
場
（
熊
本
県
）

【
全
市
連
会
長
賞
】

宮
内
林
業
（
株
）　

製
材
工
場
（
宮
崎
県
）、

（
株
）
鈴
鹿
製
材
所　

製
材
工
場
（
岡
山
県
）、

伊
藤
林
産
（
有
）
製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、
㈱

ネ
ク
ス
ト　

本
社
工
場
（
大
分
県
）、
桑
原
木

材
（
株
）
金
山
工
場
（
岐
阜
県
）、
都
城
木
材

㈱　

宮
村
工
場
（
宮
崎
県
）

【
全
買
連
会
長
賞
】

越
井
木
材
工
業
（
株
）　

関
東
工
場
（
茨
城

県
）、
江
与
味
製
材
（
株
）　

製
材
工
場
（
岡
山

県
）、
八
幡
浜
官
材
（
協
）　

製
材
工
場
（
愛
媛

県
）、㈱
佐
藤
製
材
所　

製
材
工
場
（
熊
本
県
）、

㈱
松
島
木
材
セ
ン
タ
ー　

製
材
工
場
（
熊
本

県
）、（
有
）
三
和
物
産　

製
材
工
場
（
熊
本
県
）

【
優
良
買
方
】

（
株
）
酒
井
材
木
店
（
埼
玉
県
）、（
株
）
ウ
ッ

デ
ィ
ヨ
ネ
ダ
（
岡
山
県
）、
飯
田
綜
合
木
材
セ

ン
タ
ー
（
長
野
県
）、
笠
井
木
材
（
株
）（
埼
玉

県
）、（
有
）
木
下
材
木
店
（
熊
本
県
）

【
記
念
講
演
会
】

続
い
て
、（
一
社
）
全
国
木
材
検
査
・
研
究

協
会　

山
田
壽
夫
理
事
長
に
『
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

を
取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
』
と
題
し
て
御
講
演

い
た
だ
い
た
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

・
我
が
国
の
森
林
資
源
と
素
材
生
産

　
（
森
林
蓄
積
、
人
工
林
例
宮
構
成
、
素
材
生

産
量
等
の
推
移
）

・
木
材
需
給
、
立
木
価
格

　
（
木
材
需
要
量
、
木
材
自
給
率
、
山
元
立
木

価
格
等
の
推
移
）

・
住
宅
建
築
を
巡
る
状
況
の
変
化

　
（
プ
レ
カ
ッ
ト
化
の
進
展
、
和
室
の
減
少
、

耐
震
、
高
気
密
、
高
断
熱
等
品
質
・
性
能
が

明
確
な
資
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
）

・
木
材
加
工
を
巡
る
状
況

　
（
国
産
針
葉
樹
合
板
工
場
の
躍
進
、
大
型
製

材
工
場
建
設
）

・
木
材
流
通
構
造
の
変
化

　
（
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
役
割
、
直
送
）

・
課
題
へ
の
対
応
と
施
策

　
（
コ
ス
ト
低
減
、
新
流
通
・
加
工
シ
ス
テ
ム
、

新
生
産
シ
ス
テ
ム
）

・
脱
国
産
材
産
地

①
強
度
、
寸
法
精
度
等
品
質
・
性
能
の
明
確
な

Ｋ
Ｄ
、
集
成
材
へ
の
需
要
変
化　

コ
ス
ト
縮

減
に
よ
り
量
で
競
う
か
、
価
値
で
競
う
か

②
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
③
ス
ギ
合
板
生
産　

既
成
概
念
に
囚
わ
れ
な
い

取
組

④
将
来
の
木
材
製
品
の
動
向
を
見
通
し
、
国
際

優良市場表彰の様子
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市
場
で
の
競
争
を
視
野
に
入
れ
、
木
材
産
業

自
身
が
木
材
産
業
の
体
質
・
体
力
を
創
る

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
企
業
ブ
ラ
ン
ド
へ　

地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
製
材
品
が
選
ば
れ
る

時
代
か
ら
、
企
業
が
自
分
の
製
品
を
保
証
す

る
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
時
代
へ　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
る

等
大
変
に
幅
広
い
視
点
か
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

を
取
り
ま
く
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て
、
豊
富
な

デ
ー
タ
ー
に
経
験
談
を
織
り
交
ぜ
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
判
り
易
く
御
講
演
頂
い
た
。

■
第
22
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
会 

1
月
26
日　

木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
（
麦
島

照
幸
理
事
長
）
及
び
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

（
野
村
弘
理
事
長
）
は
、
１
月
26
日
（
土
）、
第

22
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展

示
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
は
、
中
部
森
林
管
理

局
の
宮
澤
俊
輔
局
長
、
村
上
淳
長
野
県
議
会
議

員
（
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
顧
問
）、
長
野

県
木
曽
地
域
振
興
局
小
田
切
昌
彦
課
長
、
小
島

（
2
）
借
入
金
調
達
難
易
度
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
容

易
―
困
難
）は
７
Ｐ
と
な
っ
た（
同
△
１
Ｐ
）。

（
3
）
借
入
金
残
高
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
減
少
―

増
加
）
は
△
18
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
△
２
Ｐ
）。

（
4
）
短
期
借
入
金
の
金
利
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
低

下
―
上
昇
）
は
０
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
＋
４
）。

平
均
金
利
の
実
績
は
1
・
84
％
と
な
っ
た

（
同
△
0
・
1
％
）。

（
5
）
売
上
代
金
の
回
収
状
況
及
び
仕
入
代
金

の
決
済
状
況
に
つ
い
て
は
、

①
売
上
代
金
の
回
回
収
状
況
は
「
手
形
51
％
～

79
％
」・「
手
形
80
％
以
上
」
が
増
加
し
、
そ

れ
以
外
は
減
少
。

②
受
取
手
形
の
サ
イ
ト
の
状
況
は
、「
３
ヵ
月

未
満
」・「
４
ヵ
月
以
上
５
ヵ
月
未
満
」・

「
５
ヵ
月
以
上
６
ヵ
月
未
満
」・「
６
ヵ
月
以

上
」
の
割
合
が
増
加
、
そ
れ
以
外
は
減
少
。

③
仕
入
代
金
の
決
済
状
況
は
「
手
形
50
％
以

下
」・「
手
形
51
％
～
79
％
」・「
手
形
80
％
以

上
」
が
増
加
、
そ
れ
以
外
は
減
少
。

④
支
払
手
形
の
サ
イ
ト
の
状
況
は
、「
４
ヵ
月

以
上
５
ヵ
月
未
満
」・「
５
ヵ
月
以
上
６
ヵ
月

未
満
」「
６
ヵ
月
以
上
」
が
増
加
、
そ
れ
以

外
は
減
少
。

３　

設
備
投
資
の
意
向

（
1
）
設
備
投
資
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
実
施
―
不

実
施
）
は
△
24
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
＋
３
Ｐ
）。

30
年
度
上
期
に
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業

の
割
合
は
31
％
で
、
Ｄ
Ｉ
は
見
通
し
よ
り
10

Ｐ
少
な
い
。

（
2
）
設
備
投
資
の
目
的
（
上
位
３
項
目
）
は
、

「
老
朽
化
に
伴
う
設
備
の
更
新
」（
57
％
）、

「
規
模
拡
大
の
た
め
の
増
設
」（
15
％
）、「
コ

ス
ト
低
減
等
の
合
理
化
」（
14
％
）。

４　

在
庫
量
の
見
通
し

（
1
）
原
木
在
庫
量
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
過
小
―

和
夫
長
野
県
木
協
連
専
務
理
事
、
大
屋
誠
上
松

町
長
及
び
林　

茂
木
曽
森
林
管
理
署
長
ほ
か
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
、
全
市
連

の
西
垣
泰
幸
会
長
は
、「
国
有
林
・
県
・
町
及

び
関
係
者
の
感
謝
と
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る

天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
・
高○ 

○
等
国
有
林
材
、
プ
レ

ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
を
地
元
で
優
良
な
製
品
に
加

工
し
、付
加
価
値
を
付
け
て
出
荷
す
る
こ
と
は
、

地
方
創
生
に
資
す
る
と
共
に
、
資
源
の
最
大
価

値
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
安
定

供
給
を
お
願
い
す
る
」
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
野
村
理
事
長
か
ら
前

日
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、「
長
官
賞
の
信
州

カ
ラ
マ
ツ
桁
は
、
樹
齢
１
０
０
年
の
歴
史
か
ら

作
り
上
げ
ら
れ
た
、
長
尺
、
色
合
い
の
よ
さ
並

び
に
〝
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
〞
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
商
品
価
値
等
が
高
く
評
価

さ
れ
た
」
等
の
講
評
を
行
っ
た
。

来
賓
の
宮
澤
森
林
管
理
局
長
か
ら
は
、「
日

頃
の
御
礼
と
併
せ
て
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
及
び
信
州

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
等
の
優
良
材
を
引
き
続

き
計
画
的
に
安
定
供
給
に
努
め
た
い
。
Ａ
材
等

の
需
要
拡
大
が
重
要
で
、
国
有
林
と
し
て
そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。今
年
の
初
市
で
、

地
元
が
自
信
を
持
っ
て
加
工
し
、
出
品
し
た
製

品
ば
か
り
な
の
で
、
高
値
の
お
買
い
上
げ
を
願

い
た
い
」
旨
の
御
挨
拶
を
頂
い
た
。

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
特
別
顧
問
の
村
上

淳
長
野
県
議
会
議
員
は
、「
初
セ
リ
及
び
入
賞

者
へ
の
お
祝
い
に
加
え
、
民
国
連
携
に
お
け
る

国
有
林
へ
の
感
謝
。
我
が
国
三
大
美
林
の
材
を

生
か
す
匠
の
技
術
へ
の
敬
意
を
表
す
と
共
に
、

今
年
一
年
の
商
売
繁
盛
を
祈
り
た
い
。」
旨
の

御
挨
拶
を
頂
い
た
。
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

◆
林
野
庁
長
官
賞
（
信
州
カ
ラ
マ
ツ
桁
）（
株
）

勝
野
木
材
◆
長
野
県
知
事
賞
（
天
然
木
曽
檜
柾

盤
）（
株
）
志
水
林
業
製
材
◆
中
部
森
林
管
理

局
長
賞
（ 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
檜
板
盤
一
式
）
の
む
ら

木
材
（
株
）
◆
全
市
連
会
長
賞
（
き
そ
ひ
の
き

板
目
一
式
）
志
水
製
材
所
◆
長
野
県
木
連
理
事

長
賞
（
天
然
木
曽
檜
鴨
居
）（
有
）
滝
正
木
材
。

式
典
後
の
初
市
は
、約
80
人
の
買
方
様
が
参
加
。

天
然
木
曽
桧
（
柾
盤
）
4
ｍ
×
21
・
5
㎝
×

21
・
5
㎝
に
２
５
０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧

（
板
目
）
4
・
5
ｍ
×
36
・
5
㎝
×
4
・
5
㎝

3
面
無
節
に
１
６
５
万
円
／
㎥
の
高
値
が
つ
い

た
。
総
売
上
額
は
、
1
、５
５
０
万
円
、
平
均

単
価
26
万
6
千
円
と
な
っ
た
。

■
林
材
業
の
業
況
動
向
調
査
結

果
の
概
要
（
要
点
抄
）

（
平
成
30
年
度
下
期
）
平
成
30
年
11
月
（
独
）

農
林
漁
業
信
用
基
金

１　

売
上
げ
の
見
通
し　

売
上
げ
の
見
通
し
Ｄ

Ｉ（
増
加
―
減
少
）は
△
15
Ｐ
と
な
っ
た（
前

回
比
＋
８
Ｐ
）。

２　

資
金
繰
り
等
の
見
通
し

（
1
）
資
金
繰
り
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
△
10
Ｐ
と

な
っ
た
（
同
△
２
Ｐ
）。

講演の様子

展示会の様子
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要
が
あ
り
ま
す
。

３
．
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止

　
（
施
行
：
２
０
２
０
年
４
月
１
日
～
中
小
企

業
は
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
～
）

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労
働
者

と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
、
有
期
雇
用
労
働
者
、
派
遣
労
働
者
）
の
間

で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と

に
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

・「
働
き
方
」
に
関
す
る
詳
細
・
お
悩
み
は
【
相

談
窓
口
】
へ

改
正
法
の
詳
細
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
『「
働

き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
http://w

w
w
.m
hlw

.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000148322.
htm
l

■
第
4
回
東
京
都
モ
ク
コ
レ
開

催平
成
31
年
1
月
29
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）、

東
京
都
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
江
東
区
）

に
お
い
て
、「
Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

モ
ク
コ
レ
２
０
１
９
」
を
開
催
し
た
。
今
年
で

4
回
目
の
開
催
と
な
る
。
今
年
は
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
県
ま
で
、
過
去
最
大
の
全
国
40
都
道
府

県
の
３
１
０
社
・
団
体
が
出
展
し
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
東

京
都
の
秋
川
木
材
（
協
）
出
品
の
多
摩
産
材
活

用
、
北
海
道
か
ら
の
ト
ド
マ
ツ
等
道
特
産
樹
種

を
有
効
活
用
し
た
製
材
品
等
、群
馬
県
か
ら
は
、

佐
々
木
木
材
防
腐
の
全
国
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
見

直
し
の
動
き
に
対
応
し
た
木
製
の
塀
な
ど
の
製

品
等
が
出
品
さ
れ
、来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

そ
れ
以
外
の
ブ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
様
々
な
工

夫
に
よ
り
、
大
消
費
地
東
京
と
各
道
府
県
が
連

携
し
、
木
材
利
用
を
拡
大
し
、
全
国
の
森
林
を

元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
に
ぎ
や
か

な
展
示
会
と
な
っ
た
。
29
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
小
池
百
合
子
都
知
事
、
牧

元
幸
司
林
野
庁
長
官
、
松
村
二
郎
全
国
森
林
組

合
連
合
回
会
長
、
島
田
泰
助
全
木
連
副
会
長
及

び
ミ
ス
日
本
ミ
ド
リ
の
女
神
２
０
１
９
藤
本
麗

華
さ
ん
等
も
出
席
し
、
小
池
知
事
か
ら
は
「
国

産
材
の
需
要
創
出
に
向
け
た
取
組
を
全
国
的
に

加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
都
市
部
で
の

木
材
利
用
が
進
む
中
、
積
極
的
な
木
材
利
用
を

期
待
す
る
」
等
開
催
趣
旨
を
含
め
た
挨
拶
を
述

べ
た
。
小
池
知
事
は
、
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
、
地
元
東
京
の
ブ
ー
ス
で
多
摩
産
材
活

用
製
品
に
触
れ
、木
材
の
良
さ
を
確
認
し
た
他
、

木
製
の
塀
の
展
示
特
設
コ
ー
ナ
ー
等
を
視
察
し

た
。
全
国
知
事
会
で
は
、
地
震
等
に
よ
っ
て
崩

壊
の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
代
わ
り

に
、
国
産
材
を
活
用
し
た
木
塀
普
及
に
向
け
て

動
い
て
お
り
、
小
池
知
事
も
そ
の
旗
振
り
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。

最
近
、
経
済
団
体
か
ら
の
国
産
材

等
木
材
利
用
拡
大
へ
の
応
援
が
相
次

い
で
い
る
。「
林
業
復
活
・
地
域
創

生
を
推
進
す
る
国
民
会
議
」
は
、
昨

年
3
月
宣
言
を
発
表
し
、〝
国
産
材

の
需
要
を
高
め
て
い
く
た
め
、「
再

造
林
を
可
能
と
す
る
山
元
へ
の
利
益

還
元
の
仕
組
み
づ
く
り
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
最
適
化
、大
規
模
・
中
高
層
建
築
の
木
造
化
、

国
産
材
な
ど
木
材
需
要
（
公
共
・
民
間
建
築
物

等
）
の
拡
大
を
一
層
加
速
さ
せ
る
法
制
度
の
整

備
」
と
「
森
林
資
源
の
活
用
と
そ
の
実
現
の
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
（
山
の
価
値
最
大
化
）、

商
工
会
議
所
会
館
な
ど
地
域
活
性
化
の
拠
点
へ

の
木
造
・
木
質
化
の
推
進
」
を
産
官
学
連
携
し

て
推
進
す
べ
き
〞と
し
た
。「
経
済
同
友
会
」は
、

同
3
月
「
地
方
創
生
に
向
け
た
〝
需
要
サ
イ
ド

か
ら
の
〞
森
林
改
革
～
日
本
の
中
高
層
ビ
ル
を

木
造
建
築
に
！
～
を
公
表
。〝
企
業
（
施
主
）

―
木
の
良
さ
を
理
解
し
、
木
造
建
築
を
積
極
的

に
採
用
。（
1
）
経
営
者
自
ら
、
木
を
使
う
こ

と
の
環
境
へ
の
効
果
や
従
業
員
へ
の
効
能
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
。（
2
）
企
業
行
動
と
し
て

木
造
建
築
を
採
用
す
る
こ
と
の
位
置
づ
け
を
整

理
。（
3
）
自
社
物
件
に
つ
い
て
、
国
産
材
の

利
用
拡
大
（
建
築
・
内
装
）
を
図
る
。（
4
）

国
民
の
間
に
、
国
産
材
利
用
に
向
け
た
共
感
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
醸
成
。（
5
）
木
造
建
築
に

対
す
る
理
解
度
向
上
や
意
識
改
革
を
経
営
者
／

担
当
者
に
促
す
機
会
を
設
け
る
。〞
と
し
て
い

る
。
経
済
団
体
か
ら
こ
の
よ
う
な
国
産
材
利
用

促
進
に
関
す
る
宣
言
・
提
言
は
、記
憶
に
な
く
、

国
産
材
利
用
拡
大
に
大
き
な
追
い
風
。
林
業
・

木
材
業
界
と
し
て
も
、応
援
に
し
っ
か
り
応
え
、

合
法
木
材
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
国
産
材
の
安
定
供

給
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

雑 記 帳

過
大
）
は
△
33
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
△
17
Ｐ
）。

（
2
）
製
品
在
庫
量
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
過
小
―

過
大
）
は
△
３
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
△
５
Ｐ
）。

５　

純
利
益
の
見
通
し
純
利
益
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ

（
増
加
―
減
少
）
は
△
21
Ｐ
と
な
っ
た
（
同

＋
１
Ｐ
）。
地
域
別
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、「
北

陸
」・「
東
海
」・「
中
国
」・「
九
州
」
が
前
回

調
査
に
比
べ
増
加
、そ
の
他
の
地
域
は
減
少
。

６　

木
材
価
格
の
見
通
し

（
1
）原
木
価
格
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
下
落
―
上
昇
）

は
49
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
＋
14
）。

（
2
）製
品
価
格
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
上
昇
―
下
落
）

は
12
Ｐ
と
な
っ
た
（
同
△
１
Ｐ
）。

７　

当
面
す
る
経
営
上
の
問
題
点

（
1
）
経
営
上
の
問
題
点
（
上
位
３
項
目
）
は
、

「
人
手
不
足
」（
22
％
）、「
原
材
料
仕
入
れ
原

価
上
昇
」（
21
％
）、「
売
上
不
振
」（
17
％
）。

■
働
き
方
改
革
関
連
法
改
正

働
き
方
改
革
関
連
法
が
２
０
１
９
年
4
月
1

日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
。

１
．
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
導
入

　
（
施
行
：
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～　

中
小

企
業
は
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
～
）

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
、月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、
臨
時
的
な
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、
単

月
１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働
含
む
）、
複

数
月
平
均
80
時
間
（
休
日
労
働
含
む
）
を
限
度

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
（
施
行
：

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～
）

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
毎
年
５

日
、
時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必

モクコレ展示 ２０１９


